
Hokkaido Grassl. Sci. 21 156 -158 ( 1987) 

Lolium属植物の光合成活性

渡部 信義(岐車大学農学部)・

三浦 秀穂(帯広畜産大学)

Photosynthetic oxygen evolution in leaf 
discs of genus Lolz'um 
Nobuyoshi WATANABE and Hideho MrURA * 

(Fac.of Agrico， Gifu Univ. 501-11， *Obihiro 

Univ. of Agric. and Vet. Med.， Obihiro， 080 Japan) 

緒

Lol z'um属植物は8種の 2倍体種からなり， 1年生種と多年生種に分けられる。また受粉様式から自殖

性の種と他殖性の種に分けられるが，形態的にみた場合には明瞭に分類できない(B u 1 i n ska -R a do m s k a 

and Les ter 1985 )。

Lol i・um属には，飼料作物として重要なイタリアンライグラスとペレニアルライグラスが含まれる。他

殖性の種間では交配が容易である乙とが知られており，将来の遺伝子供給源として考えた場合，乙れら 2

種に加え他のLolz'um属植物の形質評価を行っておく乙とは重要である。本実験では，Lolium属植物

6種9系統について葉身の光合成活j性を測定した。

材料および方法

実験に供試したLolium属植物系統を Tablel.fl..示した。栽培種としてL.perenneを3系統，L. 

multi/lorumを2系統供試し，自殖性の種としてL.temul entumを供試した。そのほかに近縁種とし

てL.rigidum， L. sublatumおよびL.multz'jlorum Lam. var. westerwoldicumを供試した。

乙れらの種を岐車大学農学部研究圃場に 1985年秋期(10月)に播種し，翌年出穏期(5月)の止葉の葉

身の中心部から，先端部へ向けてリーフパンチで直径3mmの円型葉片を l反複あたりランダムに 100枚採

種した。採取した葉片を蒸留水tl..20 oC条件下で 18時間浮かべ，光合成産物を消費させた後，実験に供試

した。

Table 1 P lant materials used in the experiment 

Code Species Crop name Variety 

Wト l

Wl- 3 

Wl- 7 
Wト 4

Wl- 5 

W卜 10

Wl- 6 
W卜 9

W卜 8

Lo 1 i um t emul entum 
L. rigidum 
L. sublatum Vz's 
L. perenne 

do. 

Wimmera ryegrass 

P erenni al ryeg rass 

do 
do. do 

4202 

Ba. 9339， 78 
800001 

702 

3602 
7レンド

5502 
ヤマアオノて

B ill ion 

L. mul t z'j 1 orum 
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Italian ryegrass 

do 
L. multiflorum Lam. Westerwold ryegrass 

var.ωesterwoldicum 
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まず50mM  HEPES -NaOH緩衝液(pH 7.2 )中で真空脱気し，十分に緩衝液になじませた。次い

で3mtの50mM HEPES-NaOH緩衝液 (pH7.2)とともに，酸素電極装置の反応槽に入れ， 300W

ハロゲンランプによって約 100K luxの飽和光による照明を数分間与えた後， 0.625 M Na HC03を100

μE添加し，光合成を開始した。反応温度を 200Cとした。

本実験における光合成はみかけの光合成.速度で表示し，水中の飽和酸素量に円型葉片から発生する酸素

量を上積みする方法で測定した。 NaHC03添加後， 1........ 2分から記録計に表れる数分間の上昇曲線の直

線部分から光合成速度(酸素発生速度)を単位をμmol02/dnt/hrとして算出した。葉緑素量は光合

成測定直後の葉片を 80%アセトンに浸漬し， 48時間冷暗所条件下におき，葉片から葉緑素が完全に抽出

されたのを確認した後，その抽出液について分光光度計で、定量した。単位を勾/dntで示した。また光合成

速度は単位葉緑素量当たり (μmol 02/勾Chl./hdl_も換算した。 1系統あたり 3反復実験を行い，

対照系統としてL.sublatumを供試した。

結果および考察

Fig・1t乙光合成に伴う酸素発生の様相を示した。 NaHC03添加後，光合成が始まり，酸素発生量が

急速に上昇する乙とがわかる。乙の反応の直線部分は5........10分持続した。乙の反応が光合成による現象で

ある乙とは，照明をやめ暗所条件下におくと呼吸に伴い酸素が消費される乙とからも明らかである。

本実験の結果をTable2にまとめた。単位葉面積当たりの光合成活性は，対象系統のL.sublatum 

(Wl -7) の場合 286.3μmol 02/ dnt/hrで、あった。 1年生の L.temul entum(Wl-1)は436.0

μmol 02/dnt/hrで、あった。 L.μrenne(WI -4， 5， 10)は平均で355.2μmol02/dnt/hr，ま

たL.multijlorum(Wl-6， 9)は301.5μmol02/dnt/hrで、あった。近縁種のL.rigidum (WI 

-3)は， 354.9μmol 02/ d nt / hrで、あった。さ

らに，L. multijlorum Lam. westerwoldicum 

(Wl -8 )は 386.9μmol02/dnt/hrであった。

乙れらの結果から，いずれの種においても，対象系

統のWl-7よりも高い光合成活性がみられ， 300 

μm 01 02 / dnt / h rを乙える値となっている。

単位葉緑素量当たりの酸素発生量は， Wl-5が

最も高く，最低のWl-10でも 119.4μmol 02 

/昭 Ch1. /hrであった。

Lolium属植物は飼料作物として重要な草種であ

り，ウィメラライグラス (L.sublatum)のような

一部の種は，帰化植物として観察される。相互に交

配可能な他殖性種のうち光合成活性の高いものは，

栽培種のぺレニアルライグラスやイタリアンライグラ

スの改良に利用されるべきであろう。

止葉の葉身の光合成活性に変異が存在し，種によ

って高い活性の系統が存在する ζ とが分かつたこと
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Table 2 Photosynthet ic oxygen. evolut ion and chlorophyll content of leaf 

di scs in genus Lo I i um 

Code 
Photosynthetic oxygen evolution Ch 1. conten t No. of 

μmol 02/ d m' /hr μmol 02/7nfj Chl./hr. 7nfj Chl.l d m' repl ica tions 

Wト 7 286. 3士 8.9 142.9土 2.4 1. 98 :::f::: 0.04 11 

Wl - 1 436. 0士 3.6 160. 8土1.8 2. 71土 O.04 3 

W卜 3 354. 9土 21.3 136. 2土 4.9 2. 60士 O.05 3 

Wl- 4 440.7:::f::: 6.8 161. 7士 5.8 2.74士O.13 3 

Wl- 5 353. 9士 30.1 160. 1土 11.4 2. 21士 O.09 3 

Wl -10 270. 9 :::f::: 31. 5 119. 4士 10.5 2.26士O.15 3 

Wl- 6 297: 6土 2.9 210.6土 5.6 1. 42士 O.05 3 

Wl- 9 305.3士40.3 144. 7土 9.5 2. 09 :::f::: O. 20 3 

Wl- 8 386.9 :::f::: 26. 1 165.4:::f::: 6. 2 2. 31 :::f::: O. 06 3 

は，今後の育種利用のうえで興味深いζ とである。

摘要

Lolium属数種の止葉の葉身光合成活i性を酸素電極を用いて測定したところ，ペレニアルライグラスや

イタリアンライグラス以上の活性を示す種のある乙とが分かつた。
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Summary 

Photosynthetic oxygen evolution of flag leaf discs in various species in genus 

Lol i um (Table 1) was measured by the oxygen elec trode. Photosynthet ic oxygen 

evolution varied among the species (Table 2)， and there were some cases that 

strains in L. temulentum showed higher activity than cultivars in L. multijlorum 

and L. perenne. 1 t is expected that genetic variation in this activity among 

wild species is useful for the breeding of L. multijlorum and L.. perenne. 
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